
■ 宮川彬良&ア ンサンブル。″

ア
ン
サ
ン
ブ
ル

・
ベ
ガ
は
弦
楽

器
五
人
、
管
楽
器
二
人
と
ピ
ア
ノ

の
九
人
組
。

「
ジ
ャ
ン
ル
の
境
目

を
な
く
し
た
い
」
と
語
る
宮
川
彬

良
が
、
巧
み
な
話
術
と
秀
逸
な
編

曲
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
と
ポ

ッ
プ
ス
を

融
合
す
る
異
色
の
集
団
だ
。
宝
塚

が
拠
点
の
彼
ら
が
、
兵
庫
県
立
芸

術
文
化
セ
ン
タ
ー
に
出
演
す
る
の

は
既
に
五
回
目
に
な
る
ら
し
い
。

ソ
プ
ラ
ノ
の
鮫
島
有
美
子
を
迎
え

て
、

「森
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
ニ

ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
聴
い

た

（１
月
３
日
）
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
演
奏
会
は

静
か
に
音
に
集
中
す
る
の
が
普
通

だ
が
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

・
ベ
ガ
の

ス
テ
ー
ジ
は
言
葉
と
笑
い
に
満
ち

て
い
る
。
宮
川
の
司
会
進
行
は
彼

ら
の
ス
タ
イ
ル
に
不
可
欠
だ
。
た

っ
ぷ
り
時
間
を
か
け
た
語
り
は
、

曲
を
ス
ム
ー
ズ
に
つ
な
ぐ
だ
け
で

な
く
、
舞
台
と
客
席
に
温
か
い

一

体
感
を
作
り
出
す
。

鮫
島
有
美
子
と
の
共
演
コ
ー
ナ

ー
も
、
歌
の
間
に
語
り
が
入
り
、

一
種
の
ド
ラ
マ
に
仕
立
て
ら
れ
て

い
た
。
童
謡

「
さ

っ
ち
ゃ
ん
」
を

大
人
の
ブ
ル
ー
ス
に
変
身
さ
せ
る

意
外
な
編
曲
、
男
の
子
役
の
台
詞

で
鮫
島
の
ハ
ス
キ
ー
な
声
質
を
生

か
す
演
出
な
ど
、
音
楽
的
に
も
充

実
し
た
場
面
だ

っ
た
。

後
半
は
演
奏
家
の
見
せ
場
が
続

く
。
例
え
ば

「森
」
か
ら
生
ま
れ

た
楽
器
と
し
て
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
を

紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
辻
井

淳
が
タ
ル
テ
ィ
ー
ニ
の
難
曲

「
悪

魔
の
ト
リ
ル
」
を
披
露
し
た
。

し
か
し
、
コ
ー
ナ
ー
の
最
後
を

「森
」
に
ち
な
ん
だ
洒
落
で
ま
と

め
て
、
奏
者
に
負
け
な
い
喝
采
を

取
り
に
行
く
の
が
宮
川
流
だ
。
真

剣
な
演
奏
の
後
だ
か
ら
こ
そ
笑
い

真まの
面じ幅
目めが
導
い
』
湾
議
は
」
昨
諄
″

う
ス
テ
ー
ジ
な
の
だ
。

良
い
演
奏
を
聴
く
と
、
人
は
能

弁
に
な
り
、
会
話
が
弾
む
。
批
評

も
ま
た
、
そ
う
し
た
冗
舌
の
延
長

な
の
か
も
し
れ
な
い
。
宮
川
を
見

習
い
、
言
葉
を
磨
か
ね
ば
。
そ
ん

な
こ
と
ま
で
思

っ
て
し
ま
う
完
成

さ
れ
た
ス
テ
ー
ジ
だ

っ
た
。

（音
楽
評
論
家
　
白
石
　
知
雄
）

舞台と客席 とを温か く包む宮川
⑥の トーク (撮影 ・飯島 隆) 言葉・笑いに満ちた演奏会


